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含：

Code 6996, Rev 01, 内容が変更となる可能性があります。最終アップデート 2025年2月

データシート

HEAD acoustics の 3次元音響シナリオ再生

3PASS reverbは、3PASS labと3PASS flexのオプションです。3PASS labと3PASS flexの拡張機能として、
テスト対象デバイスのマイクロフォン位置で単一話者の残響をシミュレーションします。3PASS reverbは、ETSI TS 
103 557準拠の測定をサポートしています。

3PASS オプション：残響シナリオのシミュレーション



お問い合わせ

〒240-0005 神奈川県横浜市保土ヶ谷区神戸町 134
横浜ビジネスパークウエストタワー 8F

電話：  045-340-2236
Eメール： headjapan@head-acoustics.com
ウェブサイト： www.head-acoustics.com

納品アイテム

3PASS reverb (Code 6996)

›  3PASS ドングル用 V2Cファイルとして

›  既成の室内インパルス応答、バックグラウンドノイズ、

ACQUA デモデータベース

アプリケーション

›  ソース信号の残響を再現可能な方法でシミュレーション

›  3PASS lab と 3PASS flexのイコライズされた既存の

  セットアップ上で機能

›  様々な室内の残響を実装

›  カスタマイズされたインパルス応答の収録

残響シミュレーション下での音声信号処理の性能評価

概要 詳細
主なフィーチャー

要件
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ソフトウエア

ACQUA (Code 6810)
›  高度通話品質分析ソフトウエア、フルライセンスバージョン

以下のバックグラウンドノイズシミュレーションのいずれか：

3PASS lab (Code 6990)
› 高度バックグラウンドノイズシミュレーションシステム、自動
  イコライゼーション– lab バージョン

3PASS flex (Code 6995)
› 高度バックグラウンドノイズシミュレーションシステム、
  自動イコライゼーション – flex バージョン

ハードウエア

疑似マウス搭載の HMS II シリーズのダミーヘッド

lab CORE (Code 7700)
›  モジュール式多チャンネルハードウエアプラットフォーム

coreBUS (Code 7710)
›  labCORE I/O BUSメインボード

coreOUT-Amp2 (Code 7720)
›  labCORE パワーアンプボード

説明

3PASS reverbは、特定の部屋で録音されたインパルス応答を

利用します。インパルス応答は、その部屋の音響特性データです。

3PASS reverbは、インパルス応答をソース信号に適用して部屋

の残響をシミュレートします。同時に、ダミーヘッドまたはスピーカー

が残響なしでACQUAを介してソース信号を再生します。その結

果、3PASS reverbは特定の部屋の残響を伴うリアルな音場を

シミュレートします。測定室の条件は、ETSI TS 103 557の要

件に準拠している必要があります。

デフォルトでは、3PASS reverbは様々な部屋のインパルス応答

を含みます。カスタマイズされた部屋のインパルス応答の収録も可

能です。3PASS reverbは、収録されたインパルス応答の品質を

評価する為に、部屋のパラメータ（例：残響時間RT60や明瞭

度C80）を計算できます。

オプション
事前測定の為の機器

coreIN-Mic4 (Code 7730)
› labCORE マイクロホン入力ボード

測定マイクロホン
› サードパーティー製品
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